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高血圧と心臓病 

日本人に一番多い生活習慣病は「高血圧」です。その患者数は約 4300万人と推計されています。 

「少し血圧が高くても…」と軽く考えがちな高血圧ですが、じつは心臓と健康と密接にかかわっており

心筋梗塞・狭心症・脳梗塞などの動脈硬化症疾患の主要な危険因子なのです。 

心臓をできるだけ長く健やか保つためにも、日ごろから、血圧の管理が重要です。 
 

高血圧の主な原因は生活習慣の乱れによるものです 

 高血圧は、約 8～9割が本態性高血圧  で、高血圧になる要因として、食塩の過剰摂取や運動不足などの 

生活習慣があげられます。                ※出典：日本高血圧学会：高血圧治療ガイドライン 2019 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●成人における血圧値の分類（基準） 

※2021 さかえ Vol.61 No.10 6 ページ引用 

 

※2021 さかえ Vol.61 No.10 7 ページ引用 

 

● 血圧の測定方法 

血圧測定値は、測定時の様々な環境要因（ストレス状

態、室温など）によって大きく変化します。 

 そのため診察血圧だけではなく、家庭血圧を測定する

事により、様々な環境での血圧値を知ることができ、 

高血圧の診断や降圧薬の効果の判定に非常に有用です。 

通常、朝の血圧は高く、夜（眠前）の血圧は低下します。

夜間の血圧は昼間の血圧より低値です。 
 

しかし、夜間に血圧が下がらない場合、夜間高血圧と

いい、一日中血圧が高い状態が続くため心血管疾患にな

る危険性が高くなります。 

 朝の血圧が上昇するのは、自律神経（交感神経）の影

響や、朝に降圧剤を服用している場合、次の日の朝にな

ると効果が減少してくる事が原因として考えられます。

そのほか、睡眠不足でも血圧が上昇します。 

 

※ 



 生活習慣の修正が必要となります 減量・減塩を心がけましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スマートフォン」を使って、正しい生活習慣の定着を目指し、通院時にお医者さんのアドバイスを受けな 

がら降圧する治療法があります。ご興味がある方は医師・医療スタッフへお問い合わせ下さい。 
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